
  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度の医療安全管理の取組について 

 

公立大学法人横浜市立大学附属病院（金沢区福浦 3-9、病院長 後藤
ごとう

 隆
たか

久
ひさ

、病床数 674 床。以

下、附属病院）及び附属市民総合医療センター（南区浦舟町 4-57、病院長 榊 原
さかきばら

 秀也
ひでや

、病床数

726 床。以下、センター病院）の、令和３年度における医療事故、インシデントの件数及び医療安全

の向上に向けた取組について、お知らせします。 

（※医療事故、インシデントの定義については別添資料「令和３年度の医療安全管理の取組について」

をご覧ください。） 

 

１ 即時公表となった医療事故等の件数（過去５年間） 

  横浜市立大学附属２病院医療事故公表基準に基づき、医療事故のうち、「明らかに誤った医療行為あ

るいは管理」に起因し、それが死因となった場合、もしくは「永続的な障害や後遺症が残る」等、患者

さんに相当の有害な結果を生じた場合には即時に公表しています。 

令和３年度は、該当する案件はありませんでした。 

 

年 度 H29 年度 H30 年度 H31・R1 年度 R2 年度 R3 年度 

附属病院 ０件 １件(※2) １件(※3) ０件 ０件 

センター病院 １件(※1) ０件 ０件 ０件 ０件 

(※1) H29.10.30（記者発表）：コンピュータ断層撮影（ＣＴ）検査結果の情報共有不足に 

よりがんの適切な治療を逸した医療事故について 

    (※2) H30.6.25（記者発表）：コンピュータ断層撮影（ＣＴ）の検査結果情報の共有不足に 

よりがんの適切な治療を逸した医療事故について 

(※3) R1.10.24（記者発表）：コンピュータ断層撮影（ＣＴ）の診断結果の確認不足による 

動脈瘤の適切な治療の機会を逸した医療事故について 

 

２ 一括公表となった医療事故等の件数（過去５年間） 

  横浜市立大学附属２病院医療事故公表基準に基づき、医療事故のうち、「明らかに誤った医療行為あ

るいは管理」に起因し、濃厚な処置や治療を要した場合には、一括して個別事例を公表しています。 

令和３年度は、附属病院で１件の案件が該当しました。センター病院では該当の案件はありませんで

した。（記者発表別添資料１ 3 頁参照） 

公 立 大 学 法 人 横 浜 市 立 大 学 記 者 発 表 資 料 

令 和 ４ 年 １ ０ 月 ２ ５ 日 
附 属 病 院 総 務 課 
附属市民総合医療ｾﾝﾀｰ総務課 



  

 

  

 

年 度 H29 年度 H30 年度 H31・R1 年度 R2 年度 R3 年度 

附属病院 ０件 ２件 １件 ３件 １件 

センター病院 ０件 １件 １件 ０件 ０件 

 

３ インシデント報告件数（過去５年間） 

  附属２病院ともに、薬剤に関する事例が件数全体の３割以上を占め、次いでドレーン・チューブに関

する事例が多く報告されました。インシデント報告は、大きな事故に繋がりかねない小さなリスクも敏

感に捉え、改善に活かそうとする病院職員の意識の表れでもあります。（インシデント報告件数の７割

以上は、医療行為などが実施される前に気付いたもの、もしくは実施されたが影響が生じていないもの

です） 

  インシデント事例は、内容の検討を通じて病院内への注意喚起等を行っているほか、医療に係る事故

の発生の予防及び再発の防止に資すると考えられる警鐘的な事例については、日本医療機能評価機構

への報告を通じて公表しています。 

 

年 度 H29 年度 H30 年度 H31・R1 年度 R2 年度 R3 年度 

附属病院 5,447 件 5,064 件 5,284 件 5,665 件 5,853 件 

センター病院 8,689 件 8,748 件 8,302 件 7,826 件 7,538 件 

 

４ 主な医療安全の取組について 

 （１）附属病院  

①外来で実施する処置・検査で誤認を防止する取組み  

    手術室などでは、医師・看護師が手術開始前に手を止めて正しい患者・正しい手術部位で 

 あることを最終確認する「タイムアウト」を長年実施し、誤認（患者取り違えや手術部位 

間違い）の防止に努めてきました。外来での処置（生検）における患者取り違えの発生を 

     受け、今年度から内科・外科外来で行う生検などの処置・検査に際してもタイムアウトを 

必須化しました。タイムアウトでは、処置・検査の直前に施行医師と看護師が同意書を 

もとに、患者氏名、処置・検査の内容、部位について確認するルールとしました。  

   ②静脈血栓塞栓症の予防策の拡充  

入院中に発症の危険性が高まる静脈血栓塞栓症（下肢の静脈に血栓ができ、肺動脈につま 

る致死的な疾患）について、これまで手術患者を中心に予防策を実施してきましたが、今 

年度から手術患者以外にも対象を拡大しました。全入院患者に「患者が自ら実施できる予 

防策」を啓発し、患者参加型の予防を図っています。また医療機器や薬剤による予防策も 

国内外の最新の根拠に合わせて内容を更新しました。さらに電子カルテの機能を使って、 

予防策を現場で確実に実施し、効果をモニタリングする仕組みも導入しました。   

③外部の医療安全情報を、自施設の医療安全に活かす取組み 

外部機関からの医療安全情報や、他施設で起きた医療事故の情報を収集し、自施設での未 

然防止や医療安全向上に活用しています。今年度は、日本医療機能評価機構 医療安全情報 

No.170（咀嚼・嚥下機能が低下した患者に合わない食物の提供）を受けて、入院時の咀 



  

 

  

 

嚼・嚥下機能評価を整備し、機能が低下している患者には、窒息の危険性が高いとされる 

パンが配膳されないようにしました。 

 

 （２）附属市民総合医療センター 

①転倒・転落防止を目的とした施設改修 

院内で起きている転倒事例を受けて、特に危険と思われる場所を巡回により確認し、施設改修

を行いました。エスカレーターでは、乗り口床面へ危険周知の案内を表示するとともにポールを

設置し、車イスや手押し車の侵入防止対策を講じました。また、３つの病棟で共用浴室の脱衣所

の床を改修し、濡れていても滑りにくい素材へ変更しました。 

②医療安全週間：『いろはうた』を使用し、患者さんと医療者のパートナーシップを推進 

患者さんへ向け、積極的な医療参加を促進する目的で、入院時に『いろはうた』の案内チラシを

配布するとともに、デジタルサイネージを活用し院内各所に啓発用ポスターを掲示しました。

『いろはうた』は、患者さんと医療者がパートナーシップを持つ場面を“７つの句”で表現して

います。入院患者さんへはアンケートを実施し、最も記憶に残った“句”を通して患者参加への

意識変化を調査しました。医療者に向けてはイベント用バッジを配布し、患者さんとのパートナ

ーシップの意識強化を行いました。 

③医療の質・安全管理部メンバーによる安全巡回 

この巡回は、各部署の医療安全への良い取り組みを見つけ出し院内で共有することや、日常的

な医療安全上の相談ごとに対応することを目的としています。毎週、多職種で各部署を訪問し現

場での工夫や、困りごとに耳を傾けています。その内容から、良い取り組みは、院内に共有する

とともに部署へフィードバックしています。困りごとには、医療の質・安全管理部と関連する各

部門と連携を取りながら、改善策につなげています。 

 

お問い合わせ先 

附属病院 総務課長             岸田 純也  Tel 045-787-2804 

附属市民総合医療センター 総務課長      片山 哲夫  Tel 045-253-5302 
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センター病院
研修名 開催日 対象者 参加数 研修時間 研修内容および講師

N95マスクフィットテスト 通年

医師
看護師

看護助手
PT、OT
薬剤師

190名 30分
「N95マスクフィットテスト」
講師：感染制御担当看護師長、感染制御担当看護師

新採用者研修 2021/4/1
医事課

診療支援担当
新採用者

計4名 9:00～9:30
新採用者オリエンテーション：テキスト「知っておきたい病院の基本」
「安全ポッケ」を用いた説明、報告システム等について実施

新採用職員　オリエンテーション 2021/4/5
新採用
職員

30分
「当院の感染対策」（Web研修）
講師：感染制御担当看護師

新採用職員研修
2021/4/5-6 診療放射線技師

（新採用職員）
9名 2日

講義と実習
・放射線部のクレドについて
・病院・放射線部門の概要について
・個人情報管理について
・放射線部の安全管理について
・患者接遇体験
・医療人としての心得
・感染対策について・手洗い実習

新採用看護職員研修
オリエンテーション・集合研修

2021/4/5
2021/4/6
2021/4/7

新採用
看護職員

84名
8:30～17:00

看護部組織、理念、勤務体制、倫理、接遇、個人情報管理、教育プログ
ラム、組織における役割・心構えと行動について、業務管理、防災・災
害管理、安全管理、感染管理、情報管理、メンタルヘルス、PNS、院内感
染、ナーシングサポート視聴・ナースナビガイダンス・静脈認証
講義・演習

新採用者研修 2021/4/6
放射線
技師

9名 60分
講義・演習：感染対策について
講師：感染制御担当看護師

新採用看護師
研修

2021/4/6
2021/4/7

新採用
看護師

60分
「感染防止技術」
講師：感染制御担当看護師

e-learning
「センター病院における高難度新規
医療技術・未承認新規医薬品等評価の
審査体制（2021年度版）」

2021/4/7～
4/30

新入職職員
（異動者含む）

167 10分程度
当院における高難度新規医療技術評価並びに未承認新規医薬品等評価の
体制について周知・理解を促す。

ＳＴ医療機器説明 2021/4/8 ST新採用職員 １ 約30分 咽頭マイク、ジェントルスティムの操作研修

リハ部リスクマネージメント 2021/4/9 ST新採用職員 １ 約30分
リスクマネージャーから臨床上、業務上のリスクマネージメントについ
て

KYT研修(生理検査室) 2021/4/9 担当職員 検査技師21名 30分
マルチタスクKYT。心電図検査室、超音波検査室にて作業が重なる状況や
リスクが大きい状況を洗い出し、優先事項を決め、確実に実施する訓練
を実施。

インシデントの事例周知（全部署） 2021/4/19- 全職員 検査技師75名 30分

各検査室別に過去のインシデントのうち重要周知事例、周知を要した昨
年度事例を事例・要因、対策、周知を記載したものを閲覧、ミーテイン
グ時間に説明を実施、アンケートや振り返りを実施し、再発防止に取り
組んだ。4/19から1か月の間にすべての部署で実施した。

新採用者研修 2021/4/20
医事課

医事管理担当
新採用者

1名
14:00～
15:00

「安全ポッケ」を用いた研修

新採用者研修 2021/4/20

医事課
診療情報管理担

当
新採用者

1名
14:00～
15:00

「安全ポッケ」を用いた研修

令和３年度　新採用者放射線業務従事
者講習会

2021/4/21-5/8
診療放射線技師
（新採用職員）

9名 30分

プログラム　（動画視聴）
1．放射線の人体への影響
2．放射線診断領域の安全取扱い
3．放射線障害予防に関する法令・規則

手術室関連機器取扱い研修 2021/4/22 看護師 7名 1時間30分 手術室設備・電気メスの取り扱いと注意点について

e-learning「感染管理コンテンツ」 2021/5/1～ 全職員 1864名 15分 感染対策の基本と院内ルール2021

フィジカルアセスメントⅠ①循環の異
常②呼吸の異常

2021/5/14
（金）①
20218/6/9
（水）②

クリニカルラ
ダーレベルⅡ相
当、Ⅱを目指す

人、

①23名
②25名

各１時間
×
2回

基本的な呼吸・循環のフィジカルアセスメントを理解し、急変の回避や
患者に合わせたケアにつなげることができる

生体情報モニター取扱い研修 2021/5/20
看護師

臨床工学技士
10 30分 モニタの取り扱いと注意点について

WDC(着用型自動除細動器） 2021/5/27
医師

臨床工学技士
6 1時間15分

新人採用者：BLS
2021/5/27

新採用
看護職員

83名

①9:00～
10:30

②10:45～
12:15

③13:30～
14:45

 15:00～
16:31

一次救命処置技術を習得する
講義・デモンストレーション・演習
講師：救急看護認定看護師、集中ケア認定看護師、急性・重症看護専門
看護師、院内BLSインストラクター

e-learning
AST研修

2021/6/1～
6/30

医師・看護師・
コメディカル

1230名 15分
感染症診療2021-抗菌薬編-
「抗菌薬適正使用について～耐性菌を作らないための考え方～」

e-learning
AST研修

2021/6/1～
6/30

医師・看護師・
コメディカル

1230名 15分
感染症診療2021-培養検査編-
「培養をとろう！」

e-learning
「未承認新規医薬品等評価の審査体制
について（2021年度版）」

2021/6/8～
6/30

全職員 1325 10分程度
［内容］平成28年6月医療法施行規則改正に伴い開始された標記内容の確
認並びに当院での運用について職員に周知を図る。

安全管理・ＣＶＣ管理

2021/6/11
（金）①②
2021/6/18
（金）③④

新採用
看護職員

83名
各3時間

×
4回

CVC管理に関する原理原則をふまえ安全な看護技術の実施へつなげる
講義・演習
講師：医療の質・安全管理部

血液浄化装置取扱い研修

2021/6/11～
7/27、9/21、
3/16、11/18、

3/24

看護師
医師

臨床工学技士
56名 CHDF/ECMO

血液浄化装置の取り扱いと注意点について
講師：臨床工学技士

４　令和３年度安全管理研修の開催状況
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研修名 開催日 対象者 参加数 研修時間 研修内容および講師

人工呼吸器取扱い研修

2021/6/14、
6/30、7/5、
7/8、7/20、
7/21、7/30、
8/2、8/3，
8/4、8/11、
8/12、8/26、
9/14、9/15、
9/21、9/27、
9/29、10/5，
10/6、10/15、

10/19、
10/20、
10/21、

10/25、11/4、
11/18、

臨床工学技士
看護師
医師

178名 1時間 人工呼吸器の取り扱いと注意点について

救命センター研修 2021/6/18
新採用看護師、

研修医
18名 60分

「N95マスクフィットテスト」
講師：感染制御担当看護師長、感染制御担当看護師

血管確保の指導者研修

2021/6/23
（水）①
2021/7/30
（金）②
2021/8/3
（火）③
2021/8/13
（金）④
2021/9/6
（日）⑤

血管確保ブラッ
シュアップ研修
指導者として推
進することがで

きるもの

88名
各1時間

血管確保保持指導者として、部署内の「血管確保ブラッシュアップ研
修」を推進するための知識・技術を習得する
講義・演習

急変予兆

2021/6/30
（水）①②
2021/7/9

（金）③④
2021/8/18
（水）⑤⑥
2021/9/10
（金）⑦⑧

2年目看護職員 77名
各3時間

×
8回

急変予兆の概念を理解し、フィジカルアセスメントの向上を目指す。
アセスメントに基づき急変の予兆を発見し、SBARに沿った報告ができ
る。
講義・グループワーク・シミュレーション
講師：救急看護認定看護師、集中ケア認定看護師、クリティカルケア看
護認定看護師等

移乗介助講習会 2021/7/5 全職員 16 約３０分 ベッド・車いす間の移乗動作介助方法を講義

新採用職員スキルアップ研修1
患者移乗動作実習

2021/7/5

診療放射線技師
（新採用職員・
限定正規職員・
2年目職員）

9名 30分 ・車椅子・ベッドから検査台への移乗方法の講義

看護部
感染対策研修

2021/7/7 看護師 30名 60分
「感染予防看護～感染による合併症を予防するケア～」
講師：感染制御担当看護師

感染対策の予防看護～感染による合併
症を予防するケア～

2021/7/7
（水）

クリニカルラ
ダーⅢ相当、Ⅲ

を目指す人
30名 1時間

適切な感性リスクのアセスメント、対策を実施し、部署で推進役割をと
ることができる
講義
講師：感染症看護専門看護師、感染管理特定認定看護師

CVC管理の指導者

2021/7/7
（水）

2021/7/15
（木）

2021//21
（水）

安全委員
感染リンクナー

ス
業務改善委員

教育委員

98名 90分

CVC管理の原理原則を踏まえた上で安全な看護技術を習得し、部署で役割
モデルを発揮する
講義・演習
講師：医療の質・安全管理部

e-learning
「高難度新規医療技術を導入するとき
の体制（2021年度版）」

2021/7/8～
7/31

全職員 1429 10分程度
［内容］平成28年6月医療法施行規則改正に伴い開始された標記内容の確
認並びに当院での運用について職員に周知を図る。

インシデント事例検討会 2021/7/9
薬剤部職員

（薬品管理室）
10 17:40-18:20

ボトックス注払出し及び返却確認における患者誤認インシデントについ
て、振り返りを行い今後の対策を検討した。

インシデント事例検討会 2021/7/13

薬剤部職員
（製剤化学療法
支援室、管理
室、調剤室）

14 17:00-17:40
抗がん剤ラベルに関するインシデント事例について、振り返りを行い今
後の対策を検討した。

KYT研修（輸血部） 2021/7/13 担当職員 検査技師6名 30分
輸血当直時の事例をあげ、問題点を洗い出し、サポートする輸血スタッ
フの対応を検討し、当直者への周知不足などから当直研修を見直し、マ
ニュアルを変更した。

放射線治療室　急変時訓練 2021/7/13

医師（放射線治
療科）

診療放射線技師
（放射線治療担

当）
看護師（放射線

治療担当）

11名 1時間
治療計画CT撮影での、造影剤使用時に副反応発生時の対応シミュレー
ションとディスカッション

移乗介助講習会 2021/7/14 全職員 12 約30分 ベッド・車いす間の移乗動作介助方法を講義

新採用職員スキルアップ研修2
患者移乗動作実習

2021/7/14

診療放射線技師
（新採用職員・
限定正規職員・
2年目職員）

9名 30分 ・車椅子・ベッドから検査台への移乗方法の講義

新採用者集合研修
「総合演習～多重課題：こんな時、ど
うしてる？」

2021/7/19
（日）①②
2021/7/20
（火）③④

新採用
看護職員

81名
各3時間

×
4回

正しい知識を基に正確かつ安全な看護技術を提供することができる

小児科病棟
感染対策勉強会

2021/7/20
看護師・

院内保育士・院
内学級教員

看護師5名、
院内学級教員

3名
60分

「小児科病棟での感染対策」
講師：感染制御担当看護師

フレイル・嚥下機能アセスメント
2021/7/27
（火）

クリニカルラ
ダーレベルⅡ相
当、Ⅱを目指す

人、

21名 1時間

高齢者特有のフィジカルアセスメントを理解し、高齢者の嚥下機能を含
めたフレイルの評価がわかる
講義
講師：摂食嚥下障害看護認定看護師

新採用職員フォローアップ研修
他職種を知るDr編

2021/7/27
診療放射線技師
（新採用・限定

正規職員）

新採用
9名

学術委員
2名

40分

講義
・『スペシャリストから学ぶ！　医師編
～技師が見落としてはいけない救急所見、だからその画像が必要だ！
～』

透視装置の安全使用について

2021/7/30
2021/8/6
2021/9/17
2021/10/1
2021/1/12

診療放射線技師 17名 各1時間
透視室の「場面」、「現況」、「装置の安全対策・対応」、「検査時の
安全」、「装置の照射線量」の視点から物・状況・人をキーワードに安
全な検査実施についてブレインストーミングにより検討する。
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研修名 開催日 対象者 参加数 研修時間 研修内容および講師

一般撮影室：接遇検討ロールプレイン
グ
「胸腹部撮影」

2021/8/4
2021/8/11
2021/8/18
2021/11/18

診療放射線技師 各10名 各1時間
胸腹部撮影でのロールプレイング（技師役・患者役）とディスカッショ
ンを通じ、接遇と安全な患者対応、ルート管理等について問題点と改善
点を検討する。

フィジカルアセスメントⅡ
①循環不全②呼吸不全③中枢神経アセ
スメント

2021/8/4
（水）①
2021/9/8
（水）②
2021/10/6
（水）③

クリニカルラ
ダーレベルⅢを

目指す人

①17名②26名
③20名

1時間

循環のフィジカルアセスメントを学び、循環に異常のある患者のケアに
つなげることができる
呼吸のフィジカルアセスメントを学び、呼吸に異常のある患者のケアに
つなげることができる
中枢神経のフィジカルアセスメントを学び、意識障害のある患者のケア
につなげることができる
講義
講師：慢性心不全看護認定看護師、集中ケア認定看護師、救急看護認定
看護師

新採用者看護職員研修
①フィジカル入門　呼吸・循環
②看護技術：薬剤の取扱い

2021/8/6
（金）①②
2021/8/23
（金）③④

新採用
看護職員

82名

各3時間
×
4回

薬剤45分
フィジカル2
時間15分

①呼吸器・循環器系・中枢神経系の基本的な知識・技術を習得し、安全
な看護に繋げる
講師：慢性心不全看護認定看護師、集中ケア特定認定看護師
②ハイリスク薬について正しい知識やリスクを理解する
講師：薬剤担当係長

CVポート管理研修

2021/8/6
（金）①②
2021/9/7

（火）③④

全部署該当者

①4名
②4名
③10名
 11名

各40分
×
4回

CVポートの知識を習得し、安全な穿刺・管理ができる
講義・演習
講師：放射線診療科医師、地域連携室

補助循環装置取扱い研修

2021/8/12、
8/26、9/29、
10/19、9/27、
11/4、6/2、
6/4、6/6、
6/8、10/5、

5/27

看護師
医師

臨床工学技士
108 1時間30分 補助循環装置の取り扱いと注意点について

新採用職員フォローアップ研修
他職種を知るNs編

2021/8/17

診療放射線技師
（新採用・限定
正規職員,前年
度採用・限定正

規職員）

新採用
9名

前年度採用
4名

学術委員
３名

60分
講義
・『スペシャリストから学ぶ！
　看護師編～看護師の仕事とチーム医療を学ぶ

インシデント事例検討会 2021/8/25

薬剤部職員
（製剤化学療法
支援室、管理

室）

11 17:00-18:00
修正前のオーダーが調製されたにインシデント事例について、振り返り
を行い今後の対策を検討した。

看護技術：静脈穿刺

2021/9/2
（木）①②
2021/9/3

（金）③④

新採用
看護職員

77名
各3時間

×
4回

血管確保技術を理解し、手順を学ぶことができる
講義・シミュレーターでの実技演習

KYT研修（生理検査室） 2021/9/16- 担当職員
検査技師21名

30分
日常行無における転倒のリスクと対策を考え、安全を先取りする。リス
クと対策をスタッフで共有した。集合研修ではなく、事例提示４KYTを各
自で実施、とりまとめる形式にて実施

胸腔ドレーン①初級編②上級編

2021/9/24
（金）①

2021/11/29
（日）②

院内
看護職員

①30名
②18名

各1時間
胸腔ドレーンの原理やリスクを理解し、安全な看護実践へつなげる。
講義・演習
講師：集中ケア認定看護師、救急看護認定看護師

e-learning「感染管理コンテンツ」
2021/10/1～

11/30
全職員 1991名 15分 職員として知っておきたい就業制限が必要な感染症と当院の対策2021

インシデント事例検討会 2021/10/8 薬剤部職員 16 17:00-17:30
入院前薬剤面談に関するインシデント事例について、振り返りを行い今
後の対策を検討した。

リーダーナースの急変予兆・ACLS

2021/10/8
（金）①

2021/12/10
（金）②

新規にリーダー
役割を担う人、
リーダー経験の

浅い人
クリニカルラ

ダーレベルⅢを
目指す人

①21名
②16名

4時間

急変予兆の予兆に気づくことができ、リーダーとしての対応ができる。
急変時に医療チームの一員としての役割を理解し、急変時のコミュニ
ケーション能力向上へつなげる。
講義・グループワーク・シミュレーション
講師：救急看護認定看護師、集中ケア認定看護師、クリティカルケア認
定看護師

インシデント事例検討会 2021/10/12
薬剤部職員

（薬品管理室）
11名 17:15-19:00

ディプリバン注未納への対応不備事例について、振り返りを行い今後の
対策を検討した。

不整脈デバイス取扱い研修 2021/10/15 看護師 7名 1時間 不整脈治療機器（ペースメーカー、ICD他）の取り扱い方法について

心血管撮影室急変訓練 2021/10/27

診療放射線技師
医師

看護師
臨床工学技士

25名 60分
・シナリオを用いた急変対応シミュレーション
・シミュレーションの振り返り

医療用ポンプ取扱い研修

2021/10/28、
11/4、11/9、
2/1、2/2、
2/3、2/4

看護師
臨床工学技士

46 1時間 医療用ポンプの取り扱いと注意点について

放射線安全利用の基礎
2021/11/1-

3/31

放射線診療に関
わる
医師

看護師
薬剤師

診療放射線技師

1575名 30分

1.患者の医療被ばくの基本的な知識及び考え方に関すること
2.放射線診療の正当化に関すること
3.患者の医療被ばくの防護の最適化に関すること
4.放射線の過剰被ばくその他の放射線診療に関する事例発生時の対応に
関すること

座談会(半年間の振り返り） 2021/11/2
診療放射線技師
（新採用職員）

新採用
9名

1時間
座談会
・半年間の振り返り

MRI磁場体験
2021/11/8
2021/11/18
2021/12/9

全職員
6名
6名
6名

30分
講義：MRIの原理・磁場の発生について
実技：磁場体験（金属の吸着体験）

人工呼吸管理
2021/11/10

（水）

クリニカルラ
ダーレベルⅢを
目指す人・レベ
ル以外の人も参

加可能

19名 1時間
人工呼吸器患者に必要な観察が理解できる
講義
講師：救急看護認定看護師

インシデント事例検討会 2021/11/11
薬剤部職員

（製剤化学療法
支援室）

9名 17:30-18:00
抗がん剤欠品に関するインシデント事例について、振り返りを行い今後
の対策を検討した。

KYT研修（検体検査室） 2021/11/12 担当職員 検査技師18名 30分
マルチタスクKYT。4R法にて実施。整理整頓の重要性を認識、行動目標の
設定をおこなった。リスク認識と回避の意識づけとなった。

一般撮影室：患者急変・転倒時の対応
について

2021/11/19 診療放射線技師 12名 1時間
一般撮影室における患者急変・転倒時の対応をロールプレイとディス
カッションを通じて共通認識を得る。全スタッフが急変時に対応できる
ようにする。

インシデント事例検討会 2021/11/19 薬剤部職員 16 17:30-18:30
持参薬識別業務に関するインシデント事例について、振り返りを行い今
後の対策を検討した。

新採用者研修：12誘導心電図
2021/11/25
（木）①②
2021/11/26
（金）①②

新採用
看護職員

78名
各3時間

×
4回

12誘導心電図の基本的知識を理解し装着を習得する
講義・演習
講師：心不全療養指導士
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研修名 開催日 対象者 参加数 研修時間 研修内容および講師

アイソトープ検査室　急変時訓練 2021/11/26

診療放射線技師
（RI担当）

看護師（RI担
当）

3名 1時間
負荷脳血流検査時の急変時対応について、フローの読み合わせとシミュ
レーションを実施

透視室：移乗＆患者急変時対応訓練 2021/11/29 診療放射線技師 7名 1.5時間
透視室における患者移乗や患者急変時の対応をロールプレイとディス
カッションを通じて共通認識を得る。全スタッフが安全で確実な移乗方
法を習得し、急変時に対応できるようにする。

人工心肺装置取扱い研修
2021/11/30、
2021/12/23

看護師 21 1時間30分 人工心肺装置の取り扱いと注意点について

安全管理②

2021/12/3
（金）①②
2021/12/17
（金）③

2年目看護職員 73名
各3.5時間

×
3回

日々の看護実践を安全に取り組むため、意思を高める　講義・グループ
ワーク
講師：医療の質・安全管理部

KYT研修（生理検査室） 2021/12/10 担当職員
検査技師21名

30分
患者間違い、転倒転落の4RKYTを実施。生理検査室にて遭遇することの多
い場面に潜むリスクを共有できた。

KYT研修（採血室） 2021/12/14 担当職員
検査技師7名
看護師4名 45分 4RKYTの実施。作業の優先順位と採血作業に潜むリスクを認識した。

特性要因図を用いた原因分析研修
（検体検査室）

2021/12/21 担当職員 検査技師17名 30分

インシデントの発生を受けて担当部署と関連部署にて特性要因図を用い
て原因分析を行った。手順、機器システム、背景、知識、作業環境に分
け、意見を出し、改善計画としてまとめた。事例の周知の徹底と問題点
の認識、工夫などの共有がはかれた。

新採用職員研修 2022/1/4
診療放射線技師
（有期雇用職

員）
1名 1日

講義
・放射線部のあゆみ
・安全管理と個人情報保護
・係方針と業務管理(配置と休暇等)

CT室患者急変時対応訓練 2022/1/26
医師

看護師
診療放射線技師

25名 60分

本館4階CT検査室で感染症患者のアナフィラキシー発症から挿管までを想
定した対応訓練を実施。実動訓練後にデブリーフィングを実施し、医
師、看護師、放射線技師にて緊急時の動きや薬剤の保管管理、ストレッ
チャーやガウン等の備品について検討する。

KYT研修（分子・微生物検査室） 2022/1/26 担当職員 検査技師6名 30分
マルチタスクKYT。4R法にて実施。検体分注作業に関する事例を提示。検
体取違のリスク認識、ヒヤリハットの共有をおこなった。

KYT研修（病理部） 2022/1/28 担当職員 検査技師12名 30分 病理検体に潜むリスクと対策を職員間で共有した。4RKYTの実施。

令和３年度　放射線業務（診療）従事
者講習会
医療機器安全取扱研修（放射線治療）

2022/1/31～
2022/3/23

放射線業務〈診
療〉従事職員

（ガラスバッジ
装着職員）

診療放射線技師

56名 40分

プログラム　（動画視聴）
1．放射線の人体への影響
2．透視・血管撮影室における従事者の放射線防護について
3．放射線障害予防に関する法令・規則
4．放射線治療装置の安全な取扱い

接遇向上研修 2022/2～ 全職員

病院で働く全職員を対象に、より良い患者サービスを提供するための基
礎である「接遇スキル」を身に付ける

※新型コロナ感染防止のため、集合型研修ではなく、オンライン講習
（知識習得コース）にて実施しました。

インシデント・グッドキャッチ事例共
有

2022/2/9 薬剤部職員 30名程度 8:45-8:50
入院前・周術期薬剤面談に関するインシデント・グッドキャッチ事例を
共有し、注意喚起を行った。

特性要因図を用いた原因分析研修
（採血室）

2022/2/15 担当職員 検査技師6名 30分
採血漏れのインシデントによる特性要因図による原因分析を実施、採血
業務におけるリスクを共有し、対策を検討した。

小児科病棟
吐物処理演習

2022/2/16 看護師 5名 60分
「吐物処理演習」
講師：感染制御担当看護師

KYT研修（輸血部） 2022/2/16 担当職員 検査技師7名 60分
輸血性大の依頼から払い出しまでの作業ステップごとに起こりうるエ
ラーを共有し、指さし呼称項目を作成した。各ステップにおける具体的
な注意点を再認識することができた。

新採用職員フォローアップ研修
他職種を知るDr編第２弾

2022/2/17
診療放射線技師
（新採用・限定

正規職員）

新採用
8名

学術委員
1名

60分
講義
・『スペシャリストから学ぶ！　医師編　～救急の画像所見～』

インシデント・グッドキャッチ事例共 2022/2/19 薬剤部職員 30名程度 8:45-8:50 別物調剤に関するインシデント事例を共有し、注意喚起を行った。

目指せ！達人ナースの急変対応
2022/2/26
（水）

クリニカルラ
ダーⅣを目指す

人
6名 4時間

達人ナースとして、臨床推論を活用した分析かた、対応策につなげるこ
とができる。自身のアセスメント力を活かし、部署に伝承することがで
きる。
講義・グループワーク
講師：救急看護認定看護師、重症ケア認定看護師、クリティカルケア認
定看護師

インシデント・グッドキャッチ事例共
有

2022/3/2 薬剤部職員 30名程度 8:45-8:50
持参薬識別間違いに関するインシデント事例を共有し、注意喚起を行っ
た。

インシデント・グッドキャッチ事例共 2022/3/16 薬剤部職員 30名程度 8:45-8:50 注射薬伝票に関するインシデント事例を共有し、注意喚起を行った。

（医療機器導入時研修会）
　CT装置の安全な取り扱い

2022/3/23
（オンデマン
ドで5/31ま

で）

診療放射線技師 11名 40分

プログラム
1.CT装置導入のコンセプト
2.安全な利用と取り扱い　CT装置
3.安全な利用と取り扱い　ワークステーション
4.安全な利用と取り扱い　インジェクター

（医療機器導入時研修会）
　MR装置の安全な取り扱い

2022/3/30
（オンデマン
ドで5/31ま

で）

診療放射線技師
看護師

8名 40分

プログラム
1.MR装置導入のコンセプト
2.安全な利用と取り扱い　MR装置
3.安全な利用と取り扱い　ワークステーション
4.安全な利用と取り扱い　インジェクター
5.安全な利用と取り扱い　MR用輸液ポンプ
6.安全な利用と取り扱い　生体監視モニター

インシデント事例検討会 2022/03/29
薬剤部職員

（薬品管理室）
9名 17:30-18:20

注射薬伝票における別物払出しインシデントについて、振り返りを行い
今後の対策を検討した。
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